
DPGホールディングス株式会社（印刷業）

グループ内事業会社2社、3工場保有

包装の印刷技術で、暮らしと産業の未来を支える
創業以来大切にしてきた「お客様・地域社会・協力会社・社員とその家族すべての幸福に貢献する」の
理念のもと、明るく楽しく持続可能な経営を目指しています。「包装材＝安心・安全を届ける」この事
業を社会の重要なインフラと捉え、印刷を主軸とした技術でお客様の製品づくりを徹底してサポートし
ます。「良い製品づくりは、良い人づくり」の精神で、まだまだ人の手による技術に頼らざるを得ない
印刷業に専念し、お客様、社会から必要とされるオンリーワン企業を目指して貢献してまいります。

売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現に向けた具体的措置

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

・高難度、高品質、小ロット化対応
・生産設備、物流拠点の不足
・労働力不足、人材確保の難化
・工場、設備の老朽化が進行
・原材料、人件費の上昇への対応
・環境対応、法規制の強化対応

・敷地内や隣接地に物流倉庫を新設
・生産設備更新・増設を実施
・適正価格化で利益率を維持
・人材採用、外国人雇用を推進
・タイ、ベトナムへ海外展開検討
・AIで管理効率と伝承力を強化
・ダイクレア等新事業へ投資拡大
・デジタル印刷機導入を検討

・営業組織の統合で効率向上
・建設、不動産業者と連携強化
・外国人受入れ機関と連携構築
・得意先と海外拠点で業務連携
・営業、開発部門に人材投入
・AI人材育成機関と連携育成

代表取締役社長
諸石 武士

2027年度にグループ全体の売上高100億円達成に向け、年
率約５％程度の成長を目指す。



売上高100億円実現に向けた具体的措置

当社グループはグラビア印刷を中心とした包装資材製造の分野で生産数量・機械台数・機械性能など国内トップレベルの生産体制を構築してまいりました。特に高難
度かつ短納期案件にも安定的に対応できる点が評価され、近年では大手コンバーター各社からの受注や業務提携の打診が増加しています。
その背景には以下のような市場構造の変化があります。
・大手コンバーターが自社印刷部門の縮小・外部委託にシフト
・小ロット・高品質・短納期対応のニーズ拡大
・技術継承・人材確保・設備投資に課題を抱える同業他社の増加

こうした需要を確実に取り込むため、①日本パッケージング㈱の敷地内に倉庫を増設、②大日本パックェージ㈱埼玉工場隣接地に新物流倉庫の建設を計画。外部倉庫
の集約と工場内物流の効率化、在庫保管力強化を通じて生産性と対応力を高めます。
またデジタル印刷機の導入、機能性フィルム「ダイクレア」への研究開発投資の強化などを通じて工程一貫体制と高付加価値化を推進。将来的には得意先から要望が
出ているタイ・ベトナム海外拠点での外部委託生産依頼の受注獲得も検討していきます。
人的体制としては３直体制の更なる増強や外国人雇用の推進と併せてＡＩ活用による技術継承・生産管理の効率化にも取り組み、将来的な労働力不足にも備えます。
これらの取り組みを組織再編と、外部パートナー（建設業者・人材機関・技術教育機関等）との連携によりグループ一体となって戦略的に推進し、売上高100億円を超
える実現を確かなものにしてまいります。

○法人番号︓5030001065159（大日本パックェージ㈱）、7030001031506（日本パッケージング㈱）

DPGホールディングス株式会社（印刷業）

グループ組織図売 上 計 画 （億円）
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